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Eco-LAB『バイオスティミュラントの普及・推進』
❏ 2023年9月、バイオスティミュラントの推進活動を目的とする協議会「Eco-LAB」を設立しました。
❏ 協議会は３コンソーシアムで構成し、政府への産地課題報告や普及促進の協議等を行っています。
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【協議会代表者】

株式会社 AGRI SMILE

食品残渣BS開発
代表者

BS栽培検証
代表者

炭素クレジット
代表者

 JAはが野  JAきたみらい JAとぴあ浜松

https://eco-lab.gr.jp/


【参考】Eco-LAB由来
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バイオスティミュラントのテクノロジーを活用して
地球環境に配慮した環境保全型農業と脱炭素社会

を実現していく目的から、

環境（ecology）と経済（economy）を意味する

「Eco（エコ）」と、

テクノロジー研究（laboratories）を意味する

「LAB（ラボ）」

をかけあわせた略語で、
英語名称「Expert COuncil for Low carbon Agriculture 

in Biostimulant technology」
の頭文字を組み合わせた造語です。



本日次第

1 業界の背景

2 BSガイドラインについて

3 BSの特徴

4 正しい資材の選び方
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業界の背景｜『農業で当然のように使用されている』
❏ 欧米では、気候変動対策として拡大しており、、世界一使用量が多いのは農業大国の欧州です。
❏ 年平均成長率11.4%で、2032年には102.5億ドル（約1.6兆円）が見込まれています。

5

36％
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1.5％

日本

(2400億円)

(100億円 )

グローバル市場規模は35億ドル

2032年までに102億ドルに拡大

※出典：PrecedenceResearch調査（2024年3月）

（世界の市場を 100%とした場合の各国割合）



業界の背景｜『みどりの食料システム戦略』
❏ バイオスティミュラントは、農業界の課題解決と、持続的な食料の安定供給手段のひとつと

して、「みどりの食料システム戦略」にも掲げられており、技術開発が求めれています。
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※2021年指針「みどりの食料システム戦略」
※2022年施行「みどりの食料システム法」



業界の背景｜『バイオスティミュラントとは』
❏ バイオスティミュラントは、植物への接触によって刺激を与える資材です。
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バイオスティミュラント

(BS：Biostimulant)

Bio　stimulant
生物 刺激

植物への接触によって刺激を与える資材



肥料

業界の背景｜『肥料・農薬との違い』
❏ バイオスティミュラントは、肥料や農薬とは異なるカテゴリーに属します。日本では植物生長

調節剤との区別が曖昧とされてきましたが、海外ではその違いが明確に整理されています。

バイオスティミュラント

農薬
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栄養・元素そのもの栄養・元素ではない

栄養・元素の
成分を補充する

栄養・元素の
吸収能力を高める

病害虫（生物的ストレス）
を直接的に防除する

植物の生理機能の
増進・抑制をさせる

植物の生理機能に
刺激を与える

症状が出る前 症状が出た後

環境（非生物的ストレス）
への防御反応を高める
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業界の背景｜『成分ではなく効果』
❏ 原料・成分からは、バイオスティミュラントの効果は判断できません。
❏ つまり、製造後に「BS機能はあるか・その効果はどの程度か」などの評価が必要になります。
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　　　BS効果は、
原料が同じでも加工方法により
効果・機能・程度は異なる

欧米諸国では、
「成分ではなく効果」
 の証明が必要とされている
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業界の背景｜『生産現場の悩み』
❏ BSの市場成長により、作用や効果の調査分析がされていない商品も増えてきました。
❏ 効果を示す使用方法が特定できず、効果の再現性がみられない課題も発生しています。
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生産現場の悩み



業界の背景｜『産地課題を解決・政策の方向性』
❏ 海外では、2012年の欧州委員会で、BSの基礎となる定義が発表されて以降、ガイドライン整備

が進められてきました。日本では、2025年2月発表が初めての取り組みとなります。
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2012年 2018年

欧州が先行 BS定義

指針発表
みどり戦略

2022年

世界初の
BS定義

日本は急速展開中

法律施行 ガイドライン策定

2025年

農薬規制
から除外

法律案

米国が後追い

BS定義

2016年

法律成立
5月30日



BSガイドラインについて
❏ 農林水産省のガイドラインは、資材メーカに対して、商品表示の留意点を中心に設計されており、

日本におけるバイオスティミュラント定義の曖昧さを解決します。

対
象
者

公
開
日

位
置
づ
け

BS
利
用
者
側
のメ
リッ
ト

資材メーカ

法律ではない

・BSとは何か
　（肥料農薬との相違）

・正しい使い方

・正しい選び方

・商品表示の情報

　　　がわかる
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農林水産省の BSガイドライン

  2025年3月
（策定2025年5月）



【参考】農林水産省BSガイドライン（抜粋）
❏ 本ガイドラインでは、日本で初めて、バイオスティミュラントの定義がなされました。
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「バイオスティミュラントの表示等に係るガイドライン」より抜粋



【参考】農林水産省BSガイドライン（抜粋）
❏ 効果を示すバイオスティミュラントの見分け方（十分な効果が発揮される施用条件の根拠）とし

て、「植物体内で起こる反応」を確認することが明示されました。
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「バイオスティミュラントの表示等に係るガイドライン」より抜粋



農林水産省ガイドラインとEco-LAB自主規格
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❏ 2025年5月に日本政府として初めてバイオスティミュラントの指針が策定され、Eco-LABは、
ガイドラインを補足する「資材が満たすべき基準」として自主規格を策定公開しました。
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農林水産省ガイドライン

5月30日公表2月19日案

農林水産省ガイドラインに準拠した
Eco-LAB自主規格を策定

（バイオスティミュラント資材が満たすべき基準）



Eco-LAB活動｜自主規格　〜資材が満たすべき基準〜
❏ ガイドライン発表を契機に関係者の関心が急速に高まり、生産現場では情報の混在が発生。
❏ バイオスティミュラント資材の信頼性や効果の根拠データを取得する条件・試験方法を定義。
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バイオスティミュラント資材が
再現性のある効果 を示すために
満たすべき条件を定義

効果を証明するための
定量的な根拠データ を取得する
試験方法を定義

※Eco-LAB自主規格は、農林水産省ガイドラインに準拠しています

https://eco-lab.gr.jp/private-standard

https://eco-lab.gr.jp/private-standard


Eco-LAB活動｜ガイドラインの普及運動
❏ Eco-LABとして、 産地に正しい情報を届けるためにガイドラインの普及運動を行っています。
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2025年8月22日
https://eco-lab.gr.jp/biostimulant-guideline

https://eco-lab.gr.jp/biostimulant-guideline
http://eco-lab.gr.jp/biostimulant-guideline


バイオスティミュラントの特徴
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BSの特徴
❏ BSの効果を最大化するためには、植物体内の反応を含め、とくに重要な３つの特徴があります。
❏ これら特徴を正しく理解し、資材の選び方や使用方法を訴求する必要があります。

01 02 03
ストレスを受ける前 効果を示す条件

植物にストレスがかかる
前（症状がでる前）に
使用することが重要

効果を示す使用量・濃度
使用時期・回数など

が決まっている

バイオスティミュラントの特徴
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植物体内の反応

植物体内で起こる反応が
なければ

バイオスティミュラント
と言えない



Eco-LAB｜使用条件の最適化  〜1,500ha分のデータ活用〜　
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❏ 全国の圃場データから、バイオスティミュラント効果を最大化する施用条件を特定し、
Eco-LABでは作物・環境に応じた最適な使用を行っています。

32都道府県
106JA 318地区

1,546ha
69品目



Eco-LAB｜圃場における再現性80%
❏ Eco-LAB自主規格に基づくバイオスティミュラント資材の最適な施用条件によって、

収量・品質のいずれかに改善で、圃場現場での再現性80%が確認されています。
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https://agri-smile.com/news/106ja/

https://agri-smile.com/news/106ja/


正しい資材の選び方｜①性能と用法の再現性はあるか
❏ バイオスティミュラントの効果を安定的に得るには、実験室試験（環境が制御された条件）

と、圃場試験（実際の栽培条件）で証明されている必要があります。
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①実験室の試験 ②圃場の試験

【Eco-LAB自主規格】

バイオスティミュラント効果の証明

【BS性能の見極め】

BSの効果（ストレス耐性）を
正しく再現性もって証明する

- 試験設計は専門家の知識が必要

- 使用濃度・使用量を特定する

【BS用法の見極め】

農作物・気候・土壌などの
地域適応の有効性を証明する

- 実圃場での安定的な効果を確認

- 使用時期・使用回数を特定する



正しい資材の選び方｜②効果の根拠データはあるか
❏ バイオスティミュラントの効果は、収量・栄養吸収・植物体内の反応等で判断することができ、

定量的な数値データで評価することができます。
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バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
トの
効
果

量的形質

栄養吸収

植物体内の反応

● 地上部重量、根部重量
● バイオマス量、収量　など

● 植物体の元素解析
　　（窒素、リン、カリウム、鉄、マグネシウム、他）

効果の指標 根拠データ

● 遺伝子発現解析
● 代謝物解析（植物ホルモン解析、 など）
● 生化学解析（タンパク質機能解析、 など）



N・P・Kの
栄養成分

植物生理の

増進・抑制

正しい資材の選び方｜③注意すべき『効果の過大な表示』
❏ バイオスティミュラントには、肥料成分の入った資材や、農薬機能を合わせもつ資材もあります。

この場合、バイオスティミュラントのみの作用は何かを確認する必要があります。
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BSの機能肥料の機能 農薬の機能

肥料登録が必要

肥料効果を省いた
BS作用の確認が必要

農薬登録が必要

農薬登録なしに
農薬作用の表示 NG



正しい資材の選び方｜④注意すべき『安全性の証明』
❏ バイオスティミュラントの原料の中に、製品を使用した農作物やヒト等への危害を与える物質

が混入していないか、安全性の証明がなされているかの確認が必要です。
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とくに、原料が微生物の場合

● ヒトの病原体

● 植物の病原体

● 動物の病原体

ではないことの証明

病原体ではないこと

● 重金属汚染物質

● 毒性代謝物

● 環境汚染物質

● 残留抗生物質

● 農薬汚染物質

汚染物質ではないこと

安全性の証明



正しい資材の選ぶために｜『チェックリスト』
❏ Eco-LABでは、正しい資材を選ぶためのチェックリストを公表しています。
❏ 資材メーカー等への問い合わせする時のチェックリストとしても使用できます。

✔  適応するストレス種別の表示があるか

✔  使用条件が表示されているか

✔  効果がでない使用条件が表示されているか

✔  最適な濃度条件が特定されているか

✔  再現性のある根拠データがあるか

✔  植物体内で起こる反応の評価データがあるか

✔  遺伝子解析・元素解析の結果データがあるか
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https://eco-lab.gr.jp/biostimulant-guideline#summary

https://eco-lab.gr.jp/biostimulant-guideline#summary


まとめ
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バイオスティミュラントまとめ　〜7か条〜
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01
02
03
04
05
06

ストレスを受ける前に施用する

散布するタイミング・濃度・回数の栽培設計をする

そのために、効果が明らかなBS資材を使用する

BS資材の効果は、定量的な数値で論理的に説明できる

効果の根拠情報として、植物体内の反応を確認する

植物体内の評価は、遺伝子解析・元素解析などがある

07 根拠情報は、資材メーカーに問い合わせる



※本資料の無断転載・転用を禁じます。


